
放射線取扱者個⼈管理システム
京都⼤学における導⼊事例
〜KRUMS の⽴ち上げ・保守・更新〜

京都⼤学環境安全保健機構
放射線管理部⾨ ⾓⼭雄⼀

KRUMSに関するお問い合わせ先（⾓⼭）︓tsunoyama.yuichi.5s@kyoto-u.ac.jp
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放射性同位元素等の規制に関する法律

原子力規制庁

京都大学における放射性同位元素等の規制に関する規程（達示第５０号）

事業所A

事業所B

事業所C

安衛法
（電離放射線障害防止規則）

厚労省（労働基準監督署）

X線装置①
X線装置②

X線装置③
X線装置④

放射線障害
予防規程

放射線障害
予防規程

放射線障害
予防規程

放射線管理要領（機構長裁定）

環境安全保健機構

京都大学

事業所ごとに
放射線障害予防規程の届出

装置ごとに
設置・変更・廃止の届出

11部局14事業所 496台
2023年11月現在



放射線管理部門担当者による
・被ばく情報（ガラスバッジ測定結果、
内部被ばく算定結果）の入力

・教育訓練受講記録の入力
・管理サーバの維持

放射線取扱施設利用者
（事業所取扱者）

部局(△学部)

部局実務担当者による
・取扱者情報の登録
・取扱者情報の参照
・問診票出力
・監督官庁への法定帳票出力

環境安全保健機構
部局(◎学部)

放射線管理部門

健康管理部門担当者による
・健康診断の判定結果の入力

健康管理部門

部局(◇学部)

① 管理サーバ OSサポート期限（2015年7月終了）
② 管理サーバ ハードウェアが耐用年数を超えており、故障による停止の危機

※不具合が発生しサーバが停止した場合、約2万4千名（過去15年間分）の登録データへのアクセス不能
③ 旧システムは紙媒体による個人情報管理を前提として開発

※登録情報の入力および参照等について、部局実務担当者からのクレーム多数



2017 年
3月

5月 6月

新規登録の
試験運用開始
（旧システムと
並行運用）

7月～

9月

2017年
10月1日～
KURMS運用開始

全データ移行
完了

旧システム

全データを

KRUMSへ

移行開始

部局事務担当
者への説明会

βテスト

ネットワーク切断

2015 年
８月

旧システム

に関する

課題提起

9月

旧システムについて

利用部局から

不満・トラブル・要望

等の情報収集開始

9月

旧システム

データ保全

に関する

対策案提出

環境安全保健機構共通ＤＢ構築構想
8月中旬から調整開始 全学経費予算要求額：1億4,300万円

12月

見積額

A) 7,900万円

B) ３７０～５００万円

C) 250万円

データ保全対策
案を提示

A) 全システム
更新

B) サーバのみ
仮想化

C) 登録情報の
電子化のみ

2016年

1月

企画・情報部より

オクトパス紹介

2月末

全学経費

予算要求

要求額：
2,100万円

6月    9月

仕様書
策定

公告

入札

契約

12月   

納入



関連部局からの要望・意見を収集し整理・・・全学で問題意識を共有



2015年度末に
予算要求のために
大学に提出した資料



2015年度末に
予算要求のために
大学に提出した資料



2017年
10月1日～
KURMS運用開始

2015 年
８月

旧システム

に関する

課題提起

9月

旧システムについて

利用部局から

不満・トラブル・要望

等の情報収集開始

9月

旧システム

データ保全

に関する

対策案提出

環境安全保健機構共通ＤＢ構築構想
8月中旬から調整開始 全学経費予算要求額：1億4,300万円

12月

見積額

A) 7,900万円

B) ３７０～５００万円

C) 250万円

データ保全対策
案を提示

A) 全システム
更新

B) サーバのみ
仮想化

C) 登録情報の
電子化のみ

2016年

1月

企画・情報部より

オクトパス紹介

2月末

全学経費

予算要求

要求額：
2,100万円

京大内の情報関係の専門部署に相談したところ
状況が一変した。

u 本学に比較的安価で納入実績のある
ローカル・ベンダを紹介してくれた。
… 地元のベンダによる迅速できめ細やかな

対応を期待できる。

u LDAPとの統合に関して手厚い支援を
受けられることとなった。

u サーバ維持管理上発生する諸手続きを
的確に支援してくれることを約束してくれた。

等々 メリット多数！



Ｗｅｂ入力

放射線取扱者（新規登録・登録更新）

教職員・学生ＩＤ
でサインオン

オンラインで
・システム登録、更新
・ウェブ問診
・教育訓練受講希望日入力
・個人情報閲覧
・e-Learning
受講確認テスト入力
（e-Learning受講
の自動記録）

・診断（自動判定）
・判定結果の承認
・集計結果の取得
（労基提出用
集計情報の取得）

・情報管理
・被ばく情報の入力
・教育訓練記録の入力

全学用サーバに
設置（クラウド型）

環境安全保健機構
放射線管理部門

環境安全保健機構
産業厚生部門

血液検査結果

○○学部 事務担当者
△△研究科 事務担当者

□□事業所 主任者

・取扱者情報の参照
・主任者による承認
・法定帳票出力

KRUMS（Kyoto University Radiation User’s information Management System）



（個⼈ID）

KRUMS 
データベース構造

LDAP

京都⼤学
統合認証データベース

l ⽒名
l 所属

l 学内メールアドレス

学⽣・教職員ID

n ガラスバッジ測定記録
n 作業環境測定に基づく内部被

ばく測定結果

被ばく
線量記録

教育訓練
受講記録

健康診断
記録 施設情報 その他

l 外部被ばく

l 内部被ばく

l ⽇時
l 科⽬

l 時間数
l 講師

l e-Learning
受講確認

l 種別（定期・特別）
l Web問診
l ⾎液検査

l 部局名
l 事業所名（ＲＩ）

l 装置部局名（Ｘ線）

l 実務担当者リスト
l 主任者リスト

l 機構関係者リスト

l 権限管理
l 集計機能
l 帳票出⼒

n 産業医による診断結果
n ⾎液検査結果

or
学外者⽤ID

l ID発⾏
l ⽒名・所属等



総⻑

理事

放射性同位元素等
専⾨委員会

環境安全保健機構

放射線障害
予防⼩委員会

放射線管理部⾨

産業厚⽣部⾨

機構⻑

事業所部局

放射線障害
防⽌委員会

点検者

施設⻑

RI従事者

主任者
代理者

放射線管理責任者

使⽤
責任者

Ｘ線従事者

登録者

部局⻑
RI事業所 Ｘ線装置

*1

*2

*5

*4

装置部局

放射線障害
防⽌委員会

放射線管
理責任者

登録者

部局⻑
登録者部局

放射線障害
防⽌委員会

放射線管
理責任者

登録者

部局⻑

*1

*3

*1

*3

*5*5

使⽤
責任者

Ｘ線従事者

Ｘ線装置

*4

他事業所・他機関での従事

*1 事業所部局︓事業所を
持つ部局 装置部局︓事業
所部局以外でエックス線等
装置を管理する部局
登録者部局︓事業所部局⼜
は装置部局以外の部局

*2 放射線取扱主任者

*3 事業所を持たない部局
のうち、環境安全保健機構
が委員会の設置が必要であ
ると認めた部局に設置

*4 エックス線等装置ごと
に使⽤責任者を置く

*5 放射性同位元素等の取
扱い、管理⼜はこれに付随
する業務に従事するための
登録を環境安全保健機構⻑
から受けたもの

京都⼤学
放射性同位元素等
安全管理組織図

システムとの連携を前提とした学内の安全管理体制（従事者管理方法）の見直し



STEP３：RI施設（事業所）利用が可能となるまで

STEP１：登録申請

⑩ 使用予定事業所の申請に関するメールが届く
↓
⑪ KRUMSにログインし、使用予定事業所を申請

↓
⑫ 事業所使用の承認メールが届く。
⑬ ガラスバッジが届く。
↓
⑭ 事業所の予防規程等の教育を受ける。
↓
事業所でのRI利用開始

STEP２：RI 登録者 として承認

※ KRUMS上で登録申請

※ 教育訓練・血液検査・Web問診を受ける

① 所属部局担当事務より
↓ 「登録前教育訓練開催通知」が届く
↓
② KRUMSにログイン

↓ （ECS-ID/SPS-IDにてログイン）
↓
③ KRUMS上で「取扱区分」と
↓ 「教育訓練受講日」を選択入力し
↓ 登録の申請を行う
↓
STEP２へ

↓
⑥ 従事前血液検査を受ける。
↓
⑦ WEB問診開始の通知メールが届く
↓
⑧ KRUMSにログインし、WEB問診を受診する
↓
⑨ 登録承認メールが届く
↓ （RI登録者として承認）
↓
STEP３へ

④ 登録前教育訓練受講日についての

↓ 通知メールが届く
↓
⑤ 指定日に登録前教育訓練を受講する  

システムとの連携を前提とした学内の安全管理体制（従事者管理方法）の見直し



KRUMSゲートページ

ログイン画面
• 京都大学の統合
認証システム内
のデータを参照

• 本学IDを持たな
い者には独自ID
を発行

ユーザーページ



教育訓練受講履歴のページ



被ばく線量のページ



健康診断（Web問診）

• 問診情報を産業医が閲覧

• 産業医がKRUMS上に記録
されている従事前血液検査
の結果を合わせて参照

• 産業医による確認



使用事業所の承認

• 使用予定の事業所を申請

• 申請を受けた事業所の
主任者による承認

（ただし、事業所の使用前に、各事業所
の予防規程に定められた事業所実施
の使用前教育の受講が必要）





多⽤な検索機能を実装





このシート上のデータの利用または情報開示には、この提案書または見積もり書のタイトルページに記載された制限が適用されます。

導入
コスト

保守
改修
コスト

¥ 21,000,000-

改修費用（税込）
2018年度 ¥ 2,916,000
・ 検索結果カナ氏名表示

とソート機能追加
・ 事業所登録一括処理機能
・ 二重登録データのマージ 等

2019年度 ¥ 4,977,500
・ RI規制法施行に準拠
・ 被ばく管理機能強化
・ 改元対応（和暦表示→西暦表示）
・ e-Learning支援機能追加 等

2020年度 ¥ 2,887,,500
・ 眼の水晶体被ばく限度変更
に係る機能、帳票の修正

保守費用（税込）
2018年度 ¥ 2,772,360
2019年度 ¥ 2,926,105
2020年度 ¥ 3,489,200
2021年度 ¥ 3,489,200

・ ・
・ ・
・ ・
・ ・



KRUMSご担当者殿

検索結果の表示が見にくいので、可能であれば改善をお願いします。

・確認の頻度が多い欄が右の方に集中しており、いちいちスクロール
しなければならない。
→ 生年月日や学籍番号、所属は後ろの方 でもよいので、登録施
設名（承認済みか未だかを見たい）、教育訓 練受講日、健康診断
受検日、判定を前（左）の方にもってきて欲しい。あるいは、列を左右
自在に移動できるようにしてもよい。

・同じ画面の表示範囲が６件しかなく、スクロールに時間がかかる
→ 縦方向を自在に伸縮できるようにして欲しい。

・一括承認機能を付加するとき、誤って登録した人を除外する機能が
欲しい
→ 同一部局に複数事業所がある場合、面倒なのか全部クリックし
て登録する人が結構いる。現在はチェックして弾いているが、一括承
認ができてしまうとチェックが難しくなる。検索結果画面にチェックボッ
クスを各人に設定し、ここの画面でチェックすることによって一括承認
するような方式を希望。

＠学部 RI主任

部局からの改善要望の一例 2018年度（本格運用開始の翌年度）の改修項目

旧システムからデータを引き継いだため、
l 重複登録者が多数存在する
l 部局名変更に伴う過去履歴との紐づけが必要

登録者の年度更新の際に、部局間を移動する者への
対応が必要

等々が運用開始後に判明



登録前教育訓練（新規教育訓練） 登録者教育訓練（再教育訓練）



合格点に達すると、受講情報（受講日・
項目・時間数等）がKRUMSに自動記
録される。



法改正に伴う新様式に適合した
出力値となるよう
データ抽出・集計方法を修正



開発ベンダによる
手厚くきめ細やか
かつ迅速な
保守サービス・改修への対応

学内専門部署の支援

学内の情報系エキスパート
による業務支援

KRUMSを熟知するスタッフ

年度更新や新規登録の時期に、
各部局の実務担当者からの
問合せ多数


